


















































































































































































フルタイム正社 フルタイム正社 フルタイム正社 フルタイム正社 フルタイム正社 その他 無回答 合計
員と同一基準を 員と同一基準を 員と同一基準を 員と別の基準を 員と別の基準を
適用、同額支給 適用、不就労時 適用、不就労時 適用（比較可能 適用（比較可能
間分は減額 間と関係なく一 なフルタイム正 なフルタイム正
定割合減額 社員有） 社員なし）
一時的な短時
間正社員 10．8％ 7峨1髄 4．．2％ 2．3覧 1．9覧 0．8％ 5．8％ 1000％
n＝518）
恒常的な短時
間正社員 111％ 35．0覧 7．8％ 柵．ア覧 璽8．脇 39％ 6．7％ 1000％
n＝180）
パートタイマー

































短時間勤務で 本人の能力に 本人の役職に その他 目標管理して 無回答 合計






28．0％ 32．4％ 12．9％ 1．5％ 17．6、 7．5％ 10α0％
恒常的な短時間
正社員（nニ180）
27．2、 25．0％ 10．6％ 0．6％ 30瀦　」 6．1％ 100．0％
パートタイマー短







制度利用により遅れてはならない 37．6 35．0 398
糧鱗難麟曝は轄灘麟 鍬驚騒 §難7 ＾　　嚢鷺灘・
短縮分以上に遅れても仕方がない 2．0 6．7 6．3
その他 6．9 4．0 2．5
わからない 1．0 1．0 42
無回答 2．0 1．7
計 100．0 100．0 100．0
N 101 300 284
出励臨坂明「21世紀生活ビジョン研究会報告』電機連合から再分析
と思います。
　さらに、2008年の短時間正社員研究会でヒアリングをした企業の中から短時間正社員制度が
ワークしている企業の人事管理を紹介したいと思います。最大の特徴は正社員と正社員以外の区
別があまりなく、仕事内容や役割を基準に社員を再区分している点です。これらの企業では、
パートタイマーから短時間正社員、さらにフルタイム正社員へと円滑にキャリアが移行してい
く、もしくはフルタイム正社員から短時間正社員へ円滑に移行できるよう人事管理を構築として
います。特に「パートタイマー短時間正社員」を運用している企業では、短時間正社員への登用
後の業務は難易度があがるとしています。これは将来、短時間正社員を組織のコア人材にしたい、
活躍してもらいたいと考えているためです。そして、短時間正社員としての就業期間をフルタイ
ム正社員への移行期間ととらえ、その間に能力・適性を判断しフルタイム正社員へ登用していく
ようにしています。このように、正社員とそれ以外の社員を大きく区別するのではなく、うまく
移行させていくことが制度をワークさせるうえで重要であると思います。
108
　短時間正社員の効果と課題
　最後に短時間正社員の効果とその課題を分析した結果を簡単に紹介したいと思います。
　まず短時間正社員制度の効果を計量分析した結果によれば、「一時的な短時間正社員」、「恒常的
な短時間正社員」はともに財務パフォーマンス（売上高、経常利益）を高めることも下げること
もない、ということが明らかになりました。このことは短時間正社員を理解し導入していただく
上で非常に大きなポイントだと思っています。というのは、制度を導入するとコストが高くなる
と考える企業が多いのですが、分析結果からそのようなことはないことが明らかになりました。
そして「一時的な短時間正社員」、「恒常的な短時間正社員」はそれを利用することによって女性
の定着を高める効果があることもわかりました。また、「一時的な短時間正社員」は、女性だけで
はなく正社員全体の定着を高める効果があります。「恒常的な短時間正社員」については、目標管
理制度を活用することによって労働生産性を高めることができることもわかりました。制度の長
期利用は自分のキャリアビジョンが見えにくくなるという問題がありますが、目標管理制度をう
まく活用することで社員に明確な目標を持たせ、モチベーションを維持しながら労働生産性を高
めることができるといえます。
　もちろん良いことばかりではなく課題もあります。具体的には「仕事の進め方」と「処遇」に
関してです。「仕事の進め方」については、調査から「職場の同僚に仕事の負担がかかる」、「仕事
の繁閑の対応が難しくなる」、「仕事の都合に応じた人の配置が難しくなる」、「役割分担または仕
事の分担が複雑になる」といった点があげられます。これらは職場における仕事のやりくりに課
題あることを示唆しているといえます。そして仕事のやりくりを管理しているのは職場の管理職
です。つまり、短時間正社員を上手く活用していくためには、職場の管理職がカギであり、企業
は彼らをサポートする必要があるといえます。
　「処遇」に関しての問題は、賃金や退職金、目標設定の仕方や評価基準の見直しが必要になり管
理が複雑になるといった問題が多くあげられています。しかし、これは従来の人事管理の枠組の
中で短時間正社員を管理しようとしているからではないかと考えられます。先に紹介した企業
は、短時間正社員を活用するために人事管理のあり方を見直しています。既に多くの企業では多
様な人材を活用しつつあるので、その運用のなかで最適な管理方法が見つけられていくのではな
いかと考えています。
　私としては、多様な人材を活用していかねばならないこれからの時代に「短時間正社員」は不
可欠な制度であると考えています。ただ、その適用期間を長期化することについては懐疑的です。
むしろ、「一時的な短時間正社員」を前提としてできるだけフルタイムで働き続ける職場環境づく
りや、短時間正社員とフルタイム正社員を行き来できるように体制を整備することが会社、社員
ともにWIN－WINの関係を築いていけるのではないかと思っています。
　大変雑駁でしたが、私の話はここで終わらせて頂きたいと思います。ご静聴ありがとうござい
ました。
　（注）講演者の所属身分は講演時のものであり、講演もそれを前提にした内容である。講演者の
現在の所属は東レ経営研究所である。
